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上段左から，水主総，宅素，硫黄のイオンの光。

下段左は，敗索イオン，他の二つはともにヘリウムイオンの光

であるが波長がことなる。
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平成6年度大学入学者選抜

大学入試センター試験の実施

平成6年度大学入学者選抜大学入試センター試

験は，平成6年1月15日（土）及び16日（日）の

両日に実施される。

このため本学では， I月14日（金）の授業が休

止される。

i試験の慨要は次のとおりである。

1 . J剖日及び試験科H

1月15日（土）

外凶話，数学（A），数学（B), J~R科（A)

l JJ16日（口）

理科（B），凶語，社会，理科（C)

2.誠験場及び志願者数

北部 ・総合人間学部 ・本部 ・！布告flの各機内及び

関西文理学院

介計 8, 796人
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く部局の動き〉

総合人間学部創設記念シンポジウム

及び記念式典・祝賀会

11) J 14日（日）午後1時30分から 4II与30分ま

で，法経第一教室において総合人間学部の創設記

念のシンポジウムが開催された。そのテーマは

「総合と創造－21世紀への視点：民族と文明」

で，新しい学部のl}lj，没の理念である総合を踏まえ

て，新学部の教官によるシンポジウムとして企画

された。発題者は国際文化学科の2名の教授が担

当，まず佐伯啓思教授が「新しい理念をめぐって

一現代社会の価値観」とし、う題で，フランシス ・

フクヤマの『歴史の終わり』等を取り上げて現代

思想の動向について述べ，ついで福井勝義教授が

「エスノシステム（民族系）のとらえ方一民族聞

の戦いと共生の戦略」と題して，現在各地で起き

ている民族問題の基礎にある民族相互関係の分析

を基に問題を提起した。それに対して，人間学科

の鴫l泉良一教授と村形切j子教授，凶際文化学科の

エンゲルベルト ・ヨリッセン助教授と自然環境学

科の足型辿二郎教授がそれぞれ指定討論者として

発言・し，発贈者との応答があった。また山Jl(fの＊

主主の1j1から；；（占｜；新華大学の柴谷篤弘学長が発言さ

れた。ロj会は凶際文化学科の米山俊直教綬。

その後会場を都ホテルに移して，午後5時30分

から創設記念式典と祝賀会が開催された。記念式

典では，井村裕夫総長の挨拶，遠山敦子文部省高

等教育局長（代理工藤智規大学課長），沢田敏

児元総長， I~山f安則前総長の 3 人の＊貸祝辞があ

り ， 況＇rL'.J攻k~｝の後，児嶋貝平学問1:1乏の学部紹介と

挨拶があってl:tl会した。ただちに祝賀会に移り，

岡木造雄元総長の乾杯発戸にあ：i:1,、て大崎 仁H木

学術短興会埋事長及び佐藤禎一文部省学術凶際局

長の米貿祝辞，続いて足利健見大学院人11::1・環境

学研究科長のお祝いの言葉があった。シンポジウ

ムには約200名，記念式:!JI－！ ・祝賀会には約300名の

参加があり，午後8時散会した。

（総合人間学部）
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農学部創立70周年記念式典・祝賀会

本年に，創立70周年を迎えたt語学部は， 11月20
円（土）午後3時から，再flホテノレにおいて記念式

典を催した。

式典ーでは，初めに久馬民学部長が後拶を行い，

赤松良子文部大厄（代FT' 本間政Ml：専門教育課

長） ' j~村裕夫京都大学総長，鈴木llA窓東京大学

虫学部長の祝辞があり，つづいて「農学の将来」

を共通のテーマとして，沢田敏男日本学術娠興会

会長 ・元京都大学総長による「次世代人材の育

成」並びに岩井保近畿大学教授 ・前農学部長に
よる「深化の潮流」と題する記念講演が行ーわれ

た。

式典終了後，祝賀会にうつり，沢田敏男口本’手

術J辰興会会長，外lIi三郎同窓生代表 （11（｛和10年卒

業 ・元宮崎大学学長）の祝辞の後，「鈍聞き」が

行・われ，奥凹 束同際高等研究所FD.・f,: N:の発声で

~il:杯，全同作j白から出席した同窓生及ひ1民｜係者等

約400名が和やかに飲談し，創立70）司01＇－を祝った。

tr.お，この II，佐藤禎一文部省学術同際局長，
日柄c・-¥: R本農学会長，水谷純也北海道大学虫学
部長ほか多くの方から祝電が寄せられた。

（農学部）
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く紹介〉

理学部宇宙物理学教室

大宇陀観測所

大宇陀観測！所は理学部宇宙物理学教室の天体観

測！施設である。図 1は，ここで観測された渦巻銀

河 NGC1068の姿である。渦巻状の銀河本体を

取り巻く淡いリ ングが．画面の両端いっぱいにま

で広がっている。この観測から，この銀河にはこ

れまで知られていた以上に広い範囲にわたって無

数の徴かな星が分布していることが分かった。

銀河を構成する物質の総量は，銀河の力学的性

質から予想される。しかし，現在のところ，観測

によって直接検出されている物質の立は予想値の

半分にも足らない。残りの大半の物質が何処にど

の様な形態で存在しているのかを突き止めること

は現在の天文学のもっとも主要な課題の一つであ

る。このため，銀河の周辺を非常に微かな明るさ

まで観測をすることが軍要なのである。

このような銀河の抑像観測を一つの円的として

作られた大宇陀観測l所型遠鏡には，わが同で・は唯

のリッチイタレチアン式とし、う光学系が採用さ

れている。 この形式の光学系は， J：鋭， I~政党及び

焦点の［直前に昨かれた収差補正レンズからなり，

広い視野にわたって蹄度の明るいf裂が得られる。
リッチイクレチアン式光学系の製作には，高度の

光学技術が要求されるが，特に，大宇陀観測所の

望遠鏡は，特殊な補正レンズを用いることによ

り，複雑な構造をした高性能の CCDカメラを焦

点に取り付けることに成功した。これは世界的に

もユニークな光学系で，宇宙物理学教室と側五藤

光乍研究所との共同研究によって開発されたもの

である。これによって，主鏡口径が60cmという小

型望遠鏡でも，銀河の非常に微かな部分まで保影

できるようになった。

録像観測とともに，分光観測は天体観測の基本
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図1 1向巻銀河 NGC1068のまわりに広がる微かなリング。（図は陰画
で，県みが濃いほど実際には明るい。〉

である。分光観測によって天体のスベクトルが得．

られる。 スペクトルとは波長別の光の強度分布の

ことで，これを分析すると天体の温度，密度，組

成あるいは運動状態などの物理的な内容が分か

る。メベクトルは望遠鏡に分光訴をI!il.り付けて得

られるが，星雲や銀河のように広がりのある天体

の全而にわたるスペクトルを得ることは容易なこ

とではない。

大宇陀観測所では，天体の~而の各部分のスベ

クトルを自動的に観IJlllするためのスペクトロネ

ピュラグラフという特別の観測システムを開発し

た。このシステムによって，一つの天体の空間方

向2次元，波長方向 1次元，合計3次元のスベク

トルが得られ，これからデ一タ処理Aによつて，波

長別の天休像が抽出で．きる。表紙写－J

トロネピユラグラフによつて得られたオリオン周~ 

大足雲の観測結A果で、， ゴ作品Eのイオンが発する光の
波長別の像である。イオンによって， JJ1雲の形が

係々に呉なっているのがよくわかる。

星雲や鉄河の観測ばかりでなく，星の観測も大

宇陀観測所で・は行われている。最近のトピックス

は，今年の3月末に出現した超新星の観測であ

る。稀にみる見かけの明るい超新星の出現であっ

たので，光度が下がってしまうまでの3カ月間に

大字陀観測所望遠鏡
60cmリッチイクレチアン式望遠鏡と，高性能
CCDカメラ（鋭筒の後端〉。
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6000 6500 

波長
図2 越新星1993Jのスベクトノレの時間変化。はじめは連続スベクトノレであったが，
次第に輝総や吸収線スペタトルが成長してきた。
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わたってスペクトルの変化を追跡し，これによっ

て，星爆発による元素生成のプロセスを解明する

貴重なデータを得た（図2）。もう一つのトピッ

クスは，あるX線星の変光の検出である。この変

光の特徴は，ブラックホールの周囲を星が公転し

ている可能性を示すので，ひきつづき詳しい観測

が必要となっている。

大字陀観測所は1977年にシュミット望遠鏡によ

る観測所として開設されたが， 1988年に望遠鏡を

リッチイクレチアン式に改造し銀河観測を開始し

た。上に述べたように，ここは観測と開発の場で

ある。わが国がハワイに建設中の巨大な「すばる

望遠鏡」（口径8メートル）に用いる装置の基礎

開発も進められている。宇宙物理学教室の教官 ・

院生ばかりでなく，ときには他大学や，海外から

の利用もある。また，学部の学生の実習や卒業研

究の場ともなっている。観測所は奈良県中部の

「がぎろひのたつみえて」の大宇陀の里にあり，

7000 7500 

March 31 

Apr i I 

Apr i I 17 

Apr i I 18 

Apr i I 19 

May 7 

June 7 

常駐職員もいないつつましい施設であるが，そこ

での自炊と雑魚寝の生活から，新しい宇宙が広が

り，若い天文学者が育ってゆく。

（理学部）

~ 
高田利夫名誉教授

本学名誉教授高田利夫先生は， 10月28日逝

去された。享年710

先生は昭和21年京都帝国大学理学部化学科を卒

業，理学部副手，助手，助教授を歴任の後，同38

年10月化学研究所教授に就任され，磁性体研究部

門を担当された。昭和51年5月より同55年3月ま

で化学研究所附属新無機合成開発施設長を併任，

同57年4月改組により新機能材料研究部門第一研
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究部門を担当，同61年停年により退官され，名誉

教授の称号を受けられた。この間，昭和55年4月

より同57年3月まで化学研究所長及び評議員を務

め，大学の管理，運営に多大の貢献をされた。本

学退官後は昭和61年4月より岡山理科大学教授に

就任された。

先生は無機固体化学の分野において数多くの顕

著な業績を挙げられた。その主な内容は気相，液

相，固相からの無機固体結晶の合成反応と物性に

関するもので，特に水溶液からの酸化鉄の研究で

は復雑な反応過程を長年にEる系統的な研究によ

って見事に解明され，世界的に高く評価される業

績を挙げられた。先生はその成果を高純度酸化鉄

粉，磁気記録用酸化鉄粉，高純度湿式フェ ライト

粉等の製造や，酸化鉄顔料の無公害製造へと発展

させ，工業化に対しても多大の貢献をされた。こ

の中で忘れてならないのは，先生が開発された湿

式フェライト粉の製造法が重金属廃液処理に応用

報

され，本学をはじめ我が国及び諸外国の大学，研

究機関において実施され，研究，教育，環境保全

に大きな役割を果たしていることである。

これらの業績により昭和37i下度社団法人粉体粉

末冶金協会研究功績賞をはじめ，同49年度環境調

査センター第一回環境賞，同54年度日本化学会化

学技術賞，同58年度京都新聞文化賞，同59年度加

藤科学療興会加藤記念賞，など数々の賞を授与さ

れた。

先生は，日本化学会副会長，同近畿支部長，ま

た粉体粉末冶金協会では長く理事を務められ，副

会長，会長を歴任され，学会の運営と発展に尽力

された。これら一連の業績により昭和62if:・ll月紫

綬褒章を，また平成5年10月28日勲二等瑞宝ヰを

受けられた。

ここに謹んで，哀悼の意を表します。

広大京

（化学研究所）

； 「白馬山の家Jの冬季開設
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本学の学生及び教職員の厚生施設として，例年夏季及び冬季に開設されている「白馬山の家」を，

今冬も下記により開設します。

この山の家は，中部山岳国立公園白馬山麓の高温高原にあり，雄大な北アルフ。スの峰々に固ま

れ，積雪量も多く，雪質の良さとともにスキーには絶好の条件を例えており，初心者向きから上級

者向きまで各種のゲレンデがあります。

なお，建物は山小屋風の木造地上2階，地下l階建で，間取りは I階が食堂兼談話室，

室，地階が浴室，乾燥室等からなっています。

2階が寝

記

I .名 称京都大学白馬山の家（電話 0261-83-2405)
＂＇づみおたり ち〈に

2.所在地長野県北安曇郡小谷村大字千国字柳久保乙869の2

（交通機関）
おや Uら

J R大糸線「白馬大池駅」下車，松本電鉄パス「親の原」下車，徒歩約20分
3.開設期間 12月20日（月）～1月10日（月）並びに2月20日（円）～4月10日 （日）

4.収容人員 26名

5.所要経費 l人1泊使用料120円，ほかに食費，暖房費等実質

6.申し込み及び利用に関する詳細は，体育会事務室（西部構内総合体育館内， m話学内2574)
照会してくださし、。

7.その他 当施設には，駐車場がないため，自動車での利用は避けて下さし、。

（学生部）
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